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論文内容の要旨
本論文は住友電気工業にわいて，テープ巻絶縁電力ケーブルの送電容量増大を目的として行なった
研究をまとめたもので， 10章から成っている。
第 l 章ではケーブルの大容量化の手段とその効果を展望すると共に解決すべき問題点を指摘し，本
論文の目的と意義を明確にした。
第 2 章では油浸紙絶縁ケーブルにおいてカーボン紙遮蔽のみでは高電界における油浸紙・カーボン
紙界面現象が誘電体損失増大の原因となることを明らかにし，この損失防止のためにカーボン紙と金
属化紙を併用した遮蔽層が有効で、あることを示した。
第 3 章では低誘電体損失と高耐電圧性を同時に満たすために油浸紙を採用する場合，誘電率グレー
ディングが 5000KV 級ケープルでも有効で、あることを見い出した。また，合成高分子テープを採用す
る場合はクレージングや tanO'の経時増加という劣化現象があり，この劣化現象と油によるテープの
膨潤現象に関連があることを見い出し，劣化防止方策を示した。
第 4 章では高油圧パイプ型 OF ケーブルの絶縁体の脱油現象と油再含浸機構を明らかにし，また，
絶縁体内過渡油圧変動の算定に，従来無視されていたコアの圧縮変形成を考慮に入れるべきことを提
案した。
第 5 章では緩波頭衝撃波に対する絶縁破壊特性を検討し，破壊強度が波頭長の増加と共に増加する
特性が空間電荷の電界緩和効果に基づくものであることを明らかにした。
第 6 章では真空引時間を著しく短縮でき，汚染や吸湿も防止し易い OF ケーブルの接続部絶縁体と
して，数十 mm の厚さのプレハプ成型油浸紙体を一挙に巻き込む方式のものを開発した過程について記
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述した。
第 7 章では電界の集中を避けるケーブル静電遮蔽層分離構造を開発し，高電圧試験の合理化に寄与
したこと，また，ケーブルの tanð 測定において電磁誘導による誤差を電源位相反転方式を採用する
ことによって消去し得 それがケープルの保守上有効な技術になり得ることを示した。
第 8章では管路式外部直接水冷 OF ケープル線路の長距離冷却特性を短距離試験線路で推定する手
法を開発し， また，接続部の冷却には油通路油の層流領域にわける緩循環方式が実用的で、あることを見
い出し，この種冷却方式による送電容量の増大効果を定量的に把握した。
第 9章では油浸紙絶縁直流ケーブルの電気的熱的過渡状態における絶縁体内電界を検討し，例えば極性
反転直後の電界は反転時間内に空間電荷の分布が変動しないと仮定して計算したものが実測値と一致
することなどを明らかにした。
第10章では以上の結果を結論としてまとめると共に この研究の新しい点と実用化への展望を述べ
た。
論文の審査結果の要旨
本論文は，我国のエネルギ需用の増大と送電線の用地難などから切実に要求されている大容量電力
ケープルの開発と実用化に際し，解決されるべき重要な問題を基礎物性的な視野の上に立ちながら研
究解決し，多くの独創的着想によってその実用化に成功した結果をまとめたものである。
本論文では多くの新知見と新技術の開発が述べられているがその中から 2 ， 3 例を示すと，
(1)たとえば油浸紙ケーブルのカーボン紙静電遮蔽層に金属薄膜を蒸着することによって高電界での
誘電体損失が減少することを見出し その理由を解析している。
(2) 超高圧電力ケーブルの中心導体付近の高電界部の誘電率を他より大きくして最大電界を低下させ，
絶縁耐圧を向上させる誘電率グレーデングの着想を初めて理論的に提出しその実用化に成功してい
る。
(3) 直流ケープルの極性逆転時やサージ電圧などによる絶縁破壊の機構を明らかにするために油浸絶
縁体一一電極系の空間電荷分布を物性論的な立場から解析的に求める方法を初めて確立し実験結果
からこれを言正明している。
(4) この他複合紙油浸系のクレージングの問題を早くから指摘し，その機構と対策について研究し，
又超高圧ケーブルの過渡的熱特性や誘電特性の新しい測定法を考案するなど多くの超高圧ケープル
実用化に伴う問題点を詳細な実験から解決している。
以上述べたように本論文は大容量電力ケーブル開発の際の問題点に材料物性的見地から考察を加え，
系統的な実験研究を行うことによってこれを解明したもので，大容量ケープル実用化への道を聞いた
点で電力工学の分野で貢献する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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